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味覚は食事を摂るうえで欠くことのできない感覚のひ
とつである. 味覚刺激を通して食物を味わうことにより,
生命維持や成長のための栄養摂取だけでなく, 生きる活
力や希望の源である ｢楽しみ｣ という重要な基本的ニー
ドを満たす. しかし, がんに罹患し化学療法を受けた患
者は, 味覚障害を伴うことがある. 化学療法を受けたが
ん患者の��～��％に味覚変化が生じており１�８), その味
覚変化の具体的内容は, 味が薄く感じるや甘味や苦味が
敏感になるとのの訴えが, 我々が調査したがん患者にお
いて聴取されている２), その他に ｢金属の味がする｣ な
どの異味症や ｢味がしない｣ の味覚脱失が生じることが
報告されている����	). また, 化学療法を受けるがん患者
の味覚閾値を測定した報告において, 
��
���
���ら３)

は, 化学療法を受けるがん患者は, コントロール群に比
べ有意に電気味覚閾値が上昇すると述べており, さらに,
神田ら��)は, 治療終了後に塩味の閾値が上昇すると報告
している. このことから, 化学療法を受ける患者の味覚
変化の現況として, 味覚変化の訴えは種々であるが, 塩
味に対する変化が顕著であることが共通している.
化学療法に伴う最もつらい症状として, ����ら��)は,
脱毛, 食欲の低下, 倦怠感に次いで�番目に味覚変化が
つらい症状であると報告しており, 味覚変化は, 化学療
法を受けたがん患者にとって苦痛の大きい症状であるこ
とを述べている. また, ������８)は, 化学療法により
味覚変化を来たした患者は食欲不振を呈し, ���の低
下を引き起こすと述べており, 化学療法に伴う味覚変化
は, 食事摂取障害の引き金となり, ���低下と密接に
関係する症状であると考えられ, 味覚変化に対する早急
な取り組みが必要である.
化学療法を受けるがん患者の味覚変化に関するこれま
での研究は, 化学療法後の質問紙調査が主であり, 客観
的指標を用いた研究は小数散見されるのみである. また,
化学療法治療経過に伴う味覚閾値と食事摂取量との関係
を調査した報告は渉猟し得た範囲ではない. そこで, 本
研究は, 化学療法に伴う味覚変化と食事摂取との関連を
明らかにすることにより, 味覚変化に対するケアの基礎
的資料を得ることを目的とした.
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１�対象
沖縄県内２施設の総合病院で入院管理下にある化学療
法を受けたがん患者�	名を対象に, 研究の主旨を説明
し同意が得られ, 中断を除いた��名 (�	���) を本研究
の分析対象とした.

２�調査期間
平成� 年��月から平成��年７月までの��ヶ月間である.

３�調査方法
調査にあたっては, 質問紙による聞き取り調査, 食事
摂取率測定, 味覚閾値検査を化学療法開始前 (������),
治療開始３日目 (���), 治療開始７日目 (	
�), 治
療終了後２週目 (��
��) の計４回実施した.
(�) 質問紙調査
質問紙調査は性別, 年齢, 疾患名, 治療方法, 治療回
数, 入院期間, 喫煙経験, 患者の活動状態を示す, !���
"����#���
�
$�(�� (以下!%と略す) などの基本的属
性および味覚変化の内容を含む副作用症状の有無で構成
されたものを用いた.
(�) 味覚閾値の検査方法
味覚閾値の検査方法は, 鼓索神経領域滴下法を用いた.
この検査方法は再現性が良好であり, 患者の負担が少な
い検査法であることが著者らによって検証されている��).
味覚閾値の測定には, ５段階濃度で調整された ｢甘味｣,
｢塩味｣, ｢酸味｣, ｢苦味｣ の４つの味質液で構成されて
いる味覚検査用試薬テーストディスク� (三和化学研究
所製) を用いた. 各味質液 (��μ�) を被験者の鼓索神
経支配領域舌上 (舌尖部より右もしくは左約２��の舌
上) に滴下した. 滴下後, 被験者に味質指示表を掲示し,
｢甘い｣, ｢塩からい｣, ｢酸っぱい｣, ｢苦い｣, ｢何かわか
らない味がする｣, ｢無味｣ の６つの中から選択させた.
味質が変わるごとに含嗽させ, 味質液は低い濃度から段
階的に上昇させ, 識別できた最低濃度をその被験者の味
覚閾値とした. すなわち, 味覚閾値が高いほど, その味
に対する感度は低く, 味覚閾値が低いほど, その味に対
する感度は高いことを示している. 解析にあたっては,
化学療法開始前と比べて味覚閾値がどの程度変化したか
を明らかにするために, 各味覚閾値の変化率 (％) を
(各時期の味覚閾値－化学療法開始前の味覚閾値) &
(化学療法前の味覚閾値) ×���として算出した. なお,
味覚検査は, 食事への影響を考慮して午後２時から５時
の時刻に実施し, 測定時間は平均６分程度であった.
(�) 食事摂取率の算出方法
対象患者が摂取した食事の重量(')を配膳された食事
の総重量(')で割り, それを％で表したものを食事摂取
率(�)とした. 朝, 昼, 夕, それぞれの食事摂取率を求
め, 平均化したものを一日の食事摂取率とした.

４�分析方法
データ解析には, 統計ソフト%!%%(�������を用い,
治療経過に伴う食事摂取率, 味覚閾値変化率の推移の比
較には)����*�#+�
��
を, 味覚変化の有無別におけ
る食事摂取率比較では,�##�)��
#�-
��
を, 各副
作用症状と食事摂取率, 味覚閾値変化率と食事摂取率,
対象の特性および各副作用症状と味覚閾値変化率との関
連には%.�����#の相関分析を用いた.
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５�倫理的配慮
調査施設における倫理委員会の承認を得た後に, 病棟
主治医, 看護師長の協力の下で検査を実施した. 調査対
象者には, 研究の主旨を説明し同意を得た上で, 個人名
や病名等のプライバシーが厳守され, 回答の得られた質
問紙などの情報が研究の目的以外に使用されないこと,
調査の途中でも中断できること, また, その際には対象
者にとって一切不利益をもたらすことのない旨などを伝
えた. 調査中において患者の体調が思わしくない, ある
いはその他の理由で調査を中断した方がよいと判断した
場合には, 速やかにその旨を伝え, 調査の中止を行うな
どの最大限の配慮を行った.

��� �

１�対象者の基本的属性
対象患者の平均年齢は����±����歳であり, ��歳以上
が約７割を占めていた. 男性�	名 (�	��
), 女性��名
(����％) の計��名であった. 疾患別では悪性リンパ腫

が��名 (����％) と最も多く, 次いで急性骨髄性白血病
６名 (����％), 急性リンパ性白血病, 成人
細胞白血
病リンパ腫がそれぞれ４名 (����
) の順であった. 治
療方法は ���� (������������������� ������!�
"�!� ��#�!��� ��!�����!�) 療法が�$名(���$
), � �%
�&'��(��#� �(�!��'�� )(���!) 療法が４名 (����
),
"�* ("�!� ��#�!���� ������!�*�+���#����!�)
療法が３名 (���
) であった. これらの平均治療回数
は���±���クールであった. 平均入院日数は�	�	±�$�$
日であり, �,は, ２点が��名 (���	
) と最も多く,
次いで１点が��名 (����％) であり, 軽度の症状を有し,
身の回りのことはできるがときに介助を必要とする状態
にあった (
�(���).

２�化学療法治療経過に伴う味覚変化
１) 味覚変化の推移
化学療法開始に伴い味覚変化を自覚したものは��名
(�	��
) であり, その具体的内容を複数回答で求めた
結果, ｢味が薄く感じる｣ ９名 ($�
), ｢甘味を感じる｣
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６名 (���), ｢苦味を感じる｣ ２名 (�����), ｢味が濃
く感じる｣ １名 (��	％) の順であった (
��
��). 味
覚変化の出現頻度は, 治療開始３日目では, ８名
(�����) と最も多く, 次いで７日目は７名 (�����) で
あり, 治療終了後２週目には治療開始前と同程度に回復
する傾向にあった. その他の副作用症状において, 出現
頻度が最も多かった症状は口腔内症状であり, 治療開始
７日目が�����と最も高く, 治療終了後２週目には����

�まで減少していた(�����).

２) 味覚閾値の推移
化学療法に伴う味覚閾値変化率は, ｢塩味｣ が治療前
に比べ, 治療開始３日目では有意に上昇し (������),
治療終了後２週目にかけて減少していた. ｢甘味｣ 治療
前に比べ治療終了後２週目では有意に減少していた (�
�����). ｢苦味｣ は治療開始３日目および７日目に上
昇する傾向にあったが, ｢酸味｣ と同様に有意差は認め
られなかった (�����).
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３�化学療法治療経過に伴う食事摂取率の推移
化学療法を受けた患者の食事摂取率は, 治療前が����

±����であったのに対し, 治療開始３日目は����±����

と有意に減少し (	
����), 治療開始�日目では���
±

����, 治療終了後２週目には治療開始前と同程度に回
復する傾向にあった (�����). また, 食事摂取率が最
も低下した治療開始３日目は, 食事摂取率��％未満の
患者は７名 (�����) であった.

４�味覚変化と食事摂取率との関係
化学療法に伴う味覚変化と食事摂取率との関係を明ら
かにするために, 食事摂取率を説明変数, 味覚変化の自
覚の有無をダミー変数として相関分析を行った結果, 食
事摂取率と味覚変化との間には, 有意な負の相関が認め
られた (���������	
�����������). また, 味覚
変化が ｢ある｣ と回答した者は, ｢ない｣ と回答した者
に比べ, 食事摂取率が有意に低かった(	
����). 味
覚変化が ｢ある｣ と回答した者の中でも, 特に ｢味が薄
く感じる｣ と回答した者は, 食事摂取率が有意に低下し
ていたが(	
����), ｢苦味を感じる｣ および ｢甘味を
感じる｣ 者では, 有意差は認められなかった (�����
).
次に, 各味質の味覚閾値変化率と食事摂取率との相関
分析の結果では, ｢塩味｣ の味覚閾値変化率は, 食事摂
取率と有意な負の相関がみられたが (���������	


�����), その他の味質との間には相関は認められなかっ
た(������).

５�塩味の味覚閾値変化率と関連する要因の検討
塩味の味覚閾値変化率に関連する要因を明らかにする
ために, 食事に影響する副作用症状および対象の特性
(性別, 年齢, 現疾患, 入院期間, 化学療法の種類, 治
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療回数, 喫煙歴) と塩味の味覚閾値変化率との相関を調
べた結果, 食欲不振 (�������	
�����), 胃部不快
感 (�� �����	
� ����), 年齢 (�� ����
	
�

����), 入院期間 (����
��	
�����) および����

療法 (�������	
�����) との間に有意な相関が認
められた(������).

��� �

１�化学療法に伴う味覚変化の現況
本研究において, 化学療法を受けたがん患者の約５割
が味覚変化を呈し, なかでも味が薄く感じると訴える患
者が多く, これまでの報告と類似していた�	�). これら味
覚変化の出現率は, 治療開始３日目に最も多く, 治療終
了後２週目にかけて減少しており, この結果は, 味覚閾
値変化率の推移と一致する傾向にあった. 電気味覚計を
用いた�����������ら３)の研究では, 治療開始３～５日
目に味覚閾値が上昇し, 治療終了後３週目には回復する
と報告しており, また, 高橋ら��)は, 治療開始３日目と
��日目に塩味の閾値が有意に上昇すること, 神田ら��)は,
化学療法終了後に塩味の閾値が上昇することを報告して
おり, 本研究は, これらの結果と一致していた.

２�味覚変化と食事摂取との関係
化学療法開始に伴い食事摂取率は治療開始３日目に最
も低下し, 治療終了後２週目にかけて治療前と同程度ま
でに回復していた. この結果は, 化学療法を受けたがん
患者の食事摂取率の経時的変化を調べた外崎ら��)の報告
と一致していた. 食事摂取と味覚変化との関係では, 味
覚変化がある者で, 特に ｢味が薄く感じる｣ と回答した
者が, 食事摂取率は有意に減少していた. また, 塩味の
味覚閾値変化率は, 食事摂取率と有意な負の相関が認め
られた. このことは, 患者の塩味に対する感度が低いほ
ど, 食事摂取率が低下することを示唆している. 臨床現
場において, 化学療法開始に伴い食事摂取量が減少した
患者の中で, 味の濃いカップラーメンなどを好んで食べ
る傾向が頻繁にみられたが, 本研究の結果は, これら患
者の食行動を支持するものであると考えられる. 一方,
治療終了後２週目にかけて, 甘味の味覚閾値変化率の有
意な低下が見られたが, 食事摂取率との相関は認められ
ず, 化学療法中における甘味に対する感度の上昇は, 食
事摂取に影響を及ぼさないことが示唆された.
本調査において, 食事摂取に影響する症状は複数ある
ため, 食事摂取に影響する症状と味覚変化との関係を調
べた. 食事摂取との関係が認められた副作用症状のうち
食欲不振と胃部不快感は, 塩味の味覚閾値変化率との間
に有意な相関が認められた. これら症状と塩味の味覚変
化のどちらが症状出現の引き金になっているかは, この
分析方法では明らかにすることはできないが, 塩味に対
する味覚変化は, 食欲不振および胃部不快感と関連して
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食事摂取に影響を及ぼしていることが示唆された. 一方,
嗅覚変化, 倦怠感, 嘔気, 口腔内症状との間に相関は認
められず, これら症状は塩味の味覚変化とは関連せずに
食事摂取に影響していることが示唆された.

３�味覚変化の発症要因
化学療法は多剤併用療法が主流であるため, 単一の薬
剤の味覚への影響を明らかにするには大規模な対象が必
要であり, 本研究は対象人数が少ないため各薬剤と味覚
変化との関係を明らかにすることはできなかった. 味覚
変化を引き起こす薬剤としてシスプラチンやメトトレキ
サート, シクロフォスファミド等が報告されており��),
塩味の味覚閾値変化率と有意な相関を示した����療
法には, シクロフォスファミドが含まれていた. シクロ
フォスファミドはアルキル化剤であり, 	
�複製およ
び�
�への転写を阻害し, 殺細胞作用を示す�
). この
作用は腫瘍細胞のみならず, 味質に対するレセプターを
含む味細胞にも影響し, 味覚変化が生じている可能性が
推察される. その他の味覚変化の発症要因として, 血清
亜鉛の低下が挙げられる. この血清亜鉛の減少は, 味細
胞の新陳代謝を低下させ, 味覚変化を来たすことが報告
されている�
). しかし, 血清亜鉛値の低下を来たす薬剤
には抗生剤 (セフェム系, マクロライド系, ニューキノ
ロン系など) が挙げられるが, これら抗生剤を�週間程
度使用したとしても味覚変化は生じないと報告されてい
る�
). 本研究における味覚変化の出現時期は主に治療開
始３日目であり, その出現時期が急性であることを考察
すると, 本研究における味覚変化の発症要因が血清亜鉛
低下である可能性は低いと考えられる.

４�塩味の味覚閾値変化率と関連要因との検討
味覚には性別, 年齢, 喫煙歴などの対象の特性が関与
することが知られている��). 本研究においては, 塩味の
味覚閾値変化率と年齢および入院期間との間に有意な相
関が認められたが, 性別, 喫煙歴および治療回数との間
には認められなかった. 性別と味覚変化との間に関連が
ないという結果は, �������ら��)の報告と一致してい
た. 年齢と味覚変化との間に関連があるという結果につ
いては, 年齢が増すごとに味蕾細胞が減少することが報
告されており�����), 高年齢層の患者は, 若年層の患者に
比して, 化学療法による味覚への影響を受けやすいこと
が考えられる. これまでに, 喫煙者は非喫煙者に比べて
味覚閾値が高く, 味覚の感度が低いと報告されている
が�����), 化学療法中の味覚閾値の変化と喫煙行為は相関
しないことが報告されており��), 本研究においても, 喫
煙者は非喫煙者に比べ味覚閾値は高い傾向を示すものの,
喫煙行為は化学療法に伴う味覚閾値の変化とは関係して
いなかった. 次に, 入院期間は塩味の味覚閾値変化率と
有意な正の相関が認められた. 入院期間が長いほど化学
療法の曝露回数が多いため, 味覚が障害されやすいと考

えられたが, 化学療法の投与回数と閾値の変化率には相
関が認められなかった. これは, 本研究の対象者の約�

割が高齢者であり, 入院期間が長い患者に高齢者の対象
が多く含まれていたことに起因すると考えられる.

５�味覚変化に対する看護ケアへの示唆
臨床において味覚変化の出現率は約５割であり, 決し
て出現頻度が少ない症状ではない. 治療中において患者
は, 味覚変化が生じても, 治療による影響ではないと思
い, 訴えないケースが多く, 味覚変化を来たしている患
者は内在的に多い可能性がある. このような患者を見逃
さないためにも, 化学療法中における味覚変化を評価す
ることは重要である. また, 治療開始３日目に味覚変化
を来たしている患者が多かったことより, 治療開始早期
からの味覚変化に対する介入が必要であると考える. 本
研究において, 味覚のなかでも特に, 塩味に対する感度
の低下が食事摂取に関与することが明らかになったこと
より, 味が薄いと感じている患者に対し, 一時的に味付
けを濃くするなどの特別メニューを提供し, セレクトメ
ニューとして関与することが効果的であると考えられる.
また, 事前に味覚変化が生じる可能性を説明する際に,
自分で味つけの調整ができるように調味料 (スパイス)
を準備しておくなどのセルフケアを進めることも効果的
であると考える. 本研究において味覚閾値は, 化学療法
開始３日目に最も上昇し, １週目には徐々に回復する傾
向が見られ, また, 食事摂取率の低下も治療開始３日目
が著しく, １週目には徐々に回復する傾向にあったこと
より, 化学療法を受ける患者に対し, 味付けの工夫を含
む特別食を提供することは, 患者の食事摂取低下の軽減
や, 食のニーズに貢献できると考える.

�����

本研究は血液がん患者に対象を絞っており, 疾患を統
一できていないことと, 施行された化学療法にばらつき
があるなどの理由により, 味覚変化に影響を及ぼす疾患
および化学療法の種類を特定することはできなかった.
また, 味覚閾値および食事摂取率の両方を測定できたの
は僅か��名であったため, 対象人数が少なくバイアス
がかかっている可能性は否めない. しかし, 化学療法に
伴う味覚変化の既存の調査では, 質問紙調査が主流で行
われているなか, がん患者を対象とし, 味覚閾値および
食事摂取率を経時的に測定したのは本研究が本邦初であ
り, 化学療法を受けるがん患者の味覚変化に対する看護
ケアの貴重な基礎的資料になると考えられる. 今後は,
疾患および化学療法の種類を統一して, 治療回数および
薬剤の投与量との関係から味覚閾値の変化の詳細を分析
する必要がある. また, 研究協力施設の拡大を図り, 対
象人数を増やすことで本研究データの信頼性の向上に勤
める必要性がある.

木村 安貴 ��
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本研究にご協力下さいました各施設の患者様, 病院長,
看護部長及び病棟スタッフの皆様に心より厚く御礼申し
上げます. 本研究は平成��年度, 財団法人循環器学振
興財団研究助成金を受けて実施したものであり, 平成��
年度琉球大学大学院保健学研究科修士論文の一部に加筆
修正を加えたものである.
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